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TSYSHO学校運動を通じたポーランド・ユダヤ人労働者総同盟

「ブンド」の社会的影響力の拡大について

西村木綿

京都大学大学院 人間・環境学研究科 共生文明学専攻

千 606-8501 京都市左京広吉田二本松町

要旨 両大戦間期ポーランドにおけるイディッシュ語による世俗的学校のネットワーク「中央イ

ディッシュ学校機関J，通称TSYSHO(ツイショ)の運動を検討することを通じ， 1930年代後半に

顕著となったポーランド・ユダヤ人労働者総向盟「ブンドJの影響力拡大の背景について考察する

TSYSHO は複数政党の共問で運営され，また運動自体が年を経て縮小したと見なされてきことか

ら，ブンドの影響力の拡大と直接関連づけて論じられることがなかった しかしながら，実態とし

ては TSYSHO運動の中ではブンドの勢力が支配的であり， TSYSHOがブンドの前哨機関としての

性格を多分に帝びていたことが確認できる.また， TSYSHO学校運動は学校数や児童数には表れ

ない社会的反響を広く呼び起こしており，そのことがブンドの影響力拡大に持った意味は肴過でき

ない. TSYSHOにおいてブンドは，一方で「文化的民族自治jや「イディッシュ語の権利」を掲

げることで，ポーランド・ユダヤ人の大部分をなしたイディッシュ語話者にアピールするとともに

他方で「労働共間体Jや「社会主義学校Jの創設を日指すことで 学校を核に労働者階級のユダヤ

人を束ねていたといえる

はじめに

本稿は，再大戦間期のポーランドに営まれたイ

ディッシュ語による教育施設のネットワーク，

TSYSHO (ツイシヨ. I中央イディッシュ

関 (Tsentraleyidishe shul organizatsye) J)がユダヤ

社会に及ぼした影響を考察することを通じ，
フンド

「ポーランド・ユダヤ人労働者総同盟j通称

I(ポーランド・)ブンドJの影響力拡大の背景を

考察するものである

ポーランド・ブンドは，ロシア帝国時代の

1897年に「ユダヤ人定住地域Jのヴィルナ(現
リトアニアのヴィリニュス)で結成した「リトア

ニア・ポーランド・ロシア・ユダヤ人労働者総

に起源を持ち，第一次世界大戦後，ー

からの独立を果たしたポーランドの主に!日ロシア

領地域を中心として労働者層のユダヤ人の間に広

く根を張った. 1936年から 1938年にかけては

ケヒ

ポーランド主要都市の市議会およびユダヤ人

共同体の選挙において他のユダヤ人政党を押さえ

て圧勝を収め， Iポーランドのユダヤ人の最も強

力な政治勢力をなした.

「中央イディッシュ学校機関J，通称 τSYSHO

は，ポーランドのユダヤ人児童にその母語イ

ディッシュ語による世俗的な教育を施す教育施設

のネットワークとして，ブンド，左派ポアレイ・

ツイオン(以下 LPZと記す)2) ，ブアレイニク

テ3)，T百五f句流れをくむ自
派の教師や活動家の共同参加によって 1921年に

ワルシャワで設立された.ポーランドの公立学校

がイディッシュ語による教育を提供しない中，

TSYSHOはユダヤ人マイノリテイの権利として

の母語による教育を主張しつつ，自らの手で学校

網を整備していった.その機能は，イディッシュ

カリキュラムイ乍成，

各学校への財政支援 教師と学校のコーディネイ



152 西村木綿

トのほか，教育雑誌の発行，ユダヤ人児童の家庭

や健康にかんする調査など多岐にわたった.

ポーランド・ユダヤ人の圧倒的多数の母語であ

るイディッシュ語への権利を主張する TSYSHO

への支配的な参加を通じ，ブンドはポーランドに

おけるイディッシュ語話者全体のなかで，また特

殊にはブンドの潜在的な支持基盤であるユダヤ人

労働者の間で存在感を示していたのではないか.

このことを明らかにするのが 本論の狙いである

本稿の構成は以下の通りである

第一節では，ブンドおよびτSYSHOについて

の先行研究を概観する.また， TSYSHO 

動が両大戦開期ポーランド，およびその中でのユ

ダヤ社会においていかなる性格と社会的意義をも

つものであったかを確認し TSYSHOへの

がブンドの支持拡大に持ち得た効果について，ゲ

ルトルート・ピクハン WI流れに抗して」
ポーランド・ユダヤ人労働者総同盟:1918-1939.] 

(2001年)で提示された視点を援用しながら提起

する.第二節では τSYSHOにおいてブンドが

どの程度の影響力を行使していたかを， TSYSHO 

運営部の人的構成や機関誌の執筆陣から分析する

第三節では，ブンドがTSYSHOへの関わりをど

のように意味づけていたかを，理論と実践の両国

から明らかにする.理論面では， TSYSHO学校

関与する際のブンドの基本的立場としての

「文化的民族自治jを，実践面ではブンドの教育

協会であり TSYSHOの一部をなした「我らの子

どもたちJを取り上げ考察する.第四節では，
TSYSHO学校運動がポーランド・ユダヤ社会に

引き起こした社会的反響を，具体的

TSYSHOの組織したキャンベーン「学校月

一ーを取り上げ考察する

1. TSYSHOとブンド

(1) ブンド研究の近年の動向

一一社会的ネットワークとして

人々の意識，文化，政治参加のあり方など，

欧ユダヤ社会に様々な変革をもたらしたブンドは，

近代ユダヤ史においてシオニズムと

もつ運動とされながら，その研究は今呂まで少数

に留まってきた5) しかしながら，ジャック・

ジエイコブスの編著『東欧のユダヤ政治-100

年自のブンド.] (2001年)やその後 2000年代に

出されたいくつかのモノグラフに見られるように，

近年ではブンドの研究は，従来の労働運動史研究

の枠組みを越え，様々な関心・アプローチを取り

込みつつ着実な進展を遂げつつある6)

とりわけ重要な成果は，ポーランド・ブンドの

運動をはじめて体系的に論じたゲルトルート・ピ

クハンの WI流れに抗してJ一一ポーランド・ユ
ダヤ人労働者総開盟 1918-1939.] (2001年)であ

る.同書でピクハンは， 1930年代末に顕著となっ

たブンドの影響力増大の背景を，この時期のポー

ランド・ユダヤ人の産業構造の変化，すなわち，

賃金労働者・肉体労働者の増大と貧困化とに求め，

そのような背景のもとブンドがその傘下の労働

運動(児童組織 SKIF:Sotsialistisher 

kinder-farband，青年組織 τsukunft)，体操協会

(Morgenshtem) ，女性協会 (yAF : Yidishe訂beter

froy)等を通じて新たな価値観と

し増大する労働者層のユダヤ人を党のもとに結

させえたことをその影響力増大の理由として指

摘するの.その後ジャック・ジエイコブス f戦間

期ポーランドにおけるブンドの対抗文化jが提示

したように，現在ではブンドは，従来捉えられて

きたような狭義の「政党」としての枠組みを越え，

これら幅広いネットワークを有した社会運動，文

化運動として捉えられている 8)

(2) TSYSHO運動は「失敗」か?

ポーランド・ブンドの傘下にあり，ブンド運動

の重要な構成要素をなした上記の諸協会について

は近年個別研究が進みつつあるが，そのような中

でも，本稿が取り上げる TSYSHOにおけるプン

ドの活動については未だほとんどが明らかでない.

研究が進まない背景にはすSYSHO学校運動そ

のものが成功した運動ではなく， I政治的・社会

的領域におけるブンドの前進に反比例して縮小し

たJ9) と見なされていることがあるものと思われ

る 最盛期の 1928/29年における TSYSHOの教

育施設数は 216校(幼稚園 46校，小学校 114校，

ギムナジウム 3校，師範学校 l校，その他)，生
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徒数は 24，008人であり， 50万人といわれるポ一 次のように取り上げている

ランドのユダヤ人児童のうち僅かな人数を集め

たに過ぎない.この数は 1934年には施設数 169

校，生徒数 15，486人へとさらに減少した10)

TSYSHOの「失敗Jは他のユダヤ入学校の規
と比較するとさらに明らかに見える.戦間期に

はTSYSHOの他に シオニストによるヘブライ

とした「タルブトJ学校，ユダヤ教

正統派組織アグダス・イスロエル傘下の「ホレ

ヴJ，Iヤコブの家J，イェシヴァ(伝統的なユダ

ヤ教の高等教育機関)など，宗教-言語・文化の

面でユダヤ人独自の教育を目指す私立学校が各々

のネットワークを広げた11) 教育の「ポーラン

ド化Jが強化されユダヤ人を含む少数民族の学校

の運営に影を落とした 1930年代にあってなおこ

れらの学校が TSYSHOの優に倍以上の生徒数を

維持したのに対し (1934年の生徒数は， Iタルブ

トJ=44，780人， IホレヴJ. Iヤコブの家J.イェ
シヴァ z 計 100，650人)，社会主義政党を主な担

い手とした τSYSHOは 財政難に合わせポーラ

ンド政府の圧力を最も厳しく受け，衰退の一途を

辿った12)

しかしながら，学校数や生徒数から日を転じ，

TSYSHO学校運動が学外のコミュニティへもっ

た広い意味での社会的影響をも考慮に入れるな

らば，その成果は必ずしも否定的なものとは思

われない.たとえば学校数が減少の一途をた

どっていた 1930年代に TSYSHOはその存在を

るかのように全国規模での学校展覧会を

開催している 13) 1934年にワルシャワで開か

れた学校展， Iメンデレ・モイヘjレ・スブオリム

展」には約 25，000人の訪問者が訪れた14) 1937 

には同じくワルシャワで「ショレム・アレイヘ

ム展」が関かれ， 60，000人の集客を誇った15)

後者は TSYS耳O運営に関与したブンドやポア

レイ・ツイオンの機関紙はもとより， rモメント
(Moment)jや『今日 (Haynt)j を合む一連のイ

ディッシュ語一般大衆紙 ポーランド諾のユダヤ

人向け新開『我らの展望 (NaszPrzegl科)jなど

で好意的に報じられた16) イディッシュ語の

『文学雑誌 (LiterarisheBleter) jは fイディッシュ

世俗学校の勝利jと題し

の会場は，イディッシュ世俗学校が

ユダヤ人住民の間で大きな反響を得ているこ

と，訪問者の注意と感銘を呼び起こしている

ことを確かに示している. [一・…〕入り口に

は「イディッシュ世俗学校は国家によって維

されるべきであるjとのスローガン

れた大きなプラカードが掲げられており，そ

れはショレム・アレイヘム展が社会に求めて

いるものを強調し，その取り組みを正しく説

明するものとなっている.一一一私たちは，

私たちの学校を恥じてなどいない 私たちは

承認に値する.私たちは母諾による学校を持

つ権利を諦めない.ユダヤ人大衆の言語，イ

ディッシュ諾で、の.人種的，民族的な敵意が

あふれる時代にあってなお，私たちは自由な

学校，進歩的な，世俗的な，イデイツシ

とする，国家の予算で維持される，

公的な権利を持ち，公立の学校に劣らぬ教育

的成果をもっ学校の旗を高く掲げる，と

〔……〕評者にとって重要なのはこの展覧会

の文化的な雰囲気と社会的意義であり，その

文化啓蒙的な役割であった.それらは 100%

されていた17)

ユダヤ人青年のイディッシユ

ランド語使用率の増加一ーを

を危倶していたポーランド・イディッシュ・ペン

クラブもまた，この展覧会が「我々を自分自身を

新たな気持ちで満たしてくれた.我々はイ

ディッシュ文学の消費者が創造力豊かに育ってき

ているのを自にしたjl8) との賛辞を贈っている

反ユダヤ主義の風潮が強まる中であえてなお，近

代イディッシュ文化の象徴で、ある作家を掲げた一

つの展覧会は，同化や排除への抵抗や民族的な誇

り，多文化主義的なもう一つの理想、のポーランド

を提示する象徴的な意味を持っていたといえよ

う19)

このような側面からみれば， TSYSHO学校運

動は，就学等により学校と直接結びついていた

人々以外の昭広い社会層のイディッシュ諾話者に
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対しでも，彼らを鼓荒するよう

いたと考えられる

を及ぼして は後述するようにブンドが帝政期以来掲げていた

(3) TSYSHO学校運動の性格と，ブンドの

「ミリューJ
TSYSHOにおけるブンドの活動を見るとき，

な点は， TSYSHOがブンドの直接の

とは異なり，労働者層のユダ

ダヤ人にとっ

て意味を持つものであったこと，そのようなもの

として，広くユダヤ社会全体に対しブンドが自ら

の存在を示す機会を提供し得たということである

このことを確認するために ここでは TSYSHO

学校運動がポーランド・ユダヤ社会において持っ

ていた二つの性格について見ておきたい.

まずは，多民族国家ポーランドにおけるマイノ

リティ運動としての側面である. 1919年にポー

ランドと連合国との間に締結された「少数民族保

護条約」は，非ポーランド民族が多数を占める地

域においてポーランド政府が公教育制度の枠組み

で彼らの母語による初等教育が施される便宜をは

かるよう定めていた しかし少数民族について

のポーランド憲法の規定は 各々の民族集団が独

自の私立学校や宗教団体・社会団体を設立する

利を認めるとしつつ 公立学校におけるマイノリ

テイの権利には言及していなかった20) さらに，

1924年の学校法が東部諸県の公立学校における

ウクライナ語，ベラルーシ語， リトアニア語の使

用を認めたのに対し，ユダヤ人に対しては，イ

ディッシュ語やヘブライ語の使用を認めず，ポー

ランド語のプログラムを完遂することを条件にユ

ダヤ教の安息司である土曜日を休日とする

休自学校 (Szabasowki)Jを設置することが唯一
最大の譲歩であった21)

1921年に開かれた第一回学校大会 (TSYS旺O

設立大会)において， TSYSHOはユダヤ入学校，

すなわち「イディッシュ語を教授言語とする

校Jが，ポーランド全体の学校制度の枠組みにお

いて，国家や地方自治体の慰源で運営されるべき

こと，また学校の運営や教育内容の決定は，ユダ

ヤ人自身により選出される代表機関によって自治

的になされるべきことを決議した22) この

「文化的畏族自治jの綱領を反映したものであり，

に限らずマイノリティとしてのユダヤ人

の権利を全体として代弁するものであった23)

他方で TSYSHOは単にユダヤ人のマイノリ

ティ運動であるに留まらず ユダヤ社会の中でも

独自の社会的基盤に依拠し 他と区別される独自

の学校の理想を追求する運動でもあった.第一回

学校大会においですSYSHOは学校の課題を

識的，積極的に労働者階級の理念を担う自由な人

槍を育むこと」とし 「子どもたちの創造的な活

動と協同(自由な協働)に基づく学校共同体」

「労働共同体」を創出することを唱っている24)

「ブルジョワ」シオニストのタルプト学校やユダ

ヤ教正統派の学校は 現今の支配体制を下支え

するものとして批判の対象とされた25) これ

らは労働運動，社会主義運動の一部としての

TSYSHO 

る

のもう一つの性格を表してい

このように，マイノリティ運動・労働運動の一

つの性格をもっ TSYSHO学校運動への

ンドの支持層拡大に持ち得た効果を考えるうえで，

前述のピクハンの研究は重要な視点を提供してい

る. ピクハンは，ポーランド・ブンドの支持基盤

を「階級jでなく，ライナー・レプシウスの fミ

リュー」概念によって捉えている. Iミリュー」

とは，職業，教育水準，宗派などの「客観的」な

社会的状況と価値観，メンタリテイ，思考様式

などの「主観的」な内的態度の相互影響によって

構成された文化集団のことである26) ピクハン

によれば，ブンドの潜在的な構成員や投票者をな

したミリューとは，客観的な経済的状況からすれ

ば，とりわけ 1929年の経済恐慌以降，労働市場

から排除を受け貧困化していた賃金労働者のユダ

ヤ人であり，主観的側面では ポーランド社会全

体からはユダヤ人として，ユダヤ人内部では下層

階級として，社会の主流から二重の閉め出しに

あっているという心理を共有していた. このいず

れの側面においても，文化的な言語としてのポー

ランド諾やヘブライ語と区別される fジャルゴ

ンjとしてのイディッシュ諾は，統合的な意味を

持った. ピクハンは， ドイツにおける
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「ブンド」の社会的影響力の拡大について

ミリューの形成，拡大，強化にとって「労働」 日)での中央運営部の選挙結果である

と「文化」を軸とする「協会」が決定的な役割を 校大会から第二回学校大会までに，運営部におけ

果たしたことに言及しつつ，ブンドが党外の諸協

会を通じ， I労働Jと「イディッシュ文化」を価

値あるものと掲げ，新たな思考や行動様式を提供

することでそのミリューを強化することに成功し

たと述べる27)

このことは， ピクハン自身指摘しているように，

としての「イディッシュ語」と，未来の

を先取りする「労働共同体jとして

の学校を掲げた TSYSHO学校運動において明瞭

に見て取ることができるお)以下に見ていくよ

うに，学校運動においてブンドは，一方で， I労

の理念を唱え実践する

を統合するとともに，

他方でマイノリティ民族としての権利をポーラン

ド(・ユダヤ)社会に向けて主張することで，労

を越えて幅広くイディッシュ諾話者へとア

ピールしていた.

2. TSYSHOにおけるブンドの影響力

もっとも， TSYSHOはブンドの青年組織など

とは異なり，ブンドの寵接の下部組織ではなく，

他の政党や無党派の教育活動家の共向で運営され

ていた.その意味でブンドの行使しうる

制限されている. しかしながら， TSYSHOの

高機関である中央運営部の人的構成や機関誌の執

を見ると，実質的にはブンドが TSYSHOで

支配的な位置をしめていたことが分かる.

{表}は 1921年の第一回学校大会 (1921年 6

月 15日)および第二回学校大会 (1925年 4月 15

るブンディストの比重は

42.9%に増大している.さらに，

で 35.5%から

国学校大会

において「独立学校フラクション」一一学校運

動へ党派性が持ち込まれることを嫌う活動家たち

によるフラクションーーから運営部に選出され

た4人のうち 3人(ハイム・シュロイメ・カズダ

ン，シュロイメ・メンデルソン，モイシェ・ジル

ベルファルブ)は，経鹿からすればブンド党員な

いしブンド支持者であり 29) 彼らを合めれば運

営部の構成は 21人中 12人と過半数がブンディス

トであった.設立から TSYSHOの議長を務めた

のはブンド中央委員会(ブンドの党の最高機関)

のベイニシュ・ミハレヴィチであり， 1928年に

彼が逝去すると同じくブンド中央委員会のヨイセ

フ・レスチンスキが，さらにその死後， 1935年

からはカズダンが議長を務めた.

運営部におけるブンディストの優位は， TSYSHO 

の機関誌・教育雑誌の編集・執筆陣の構成にも

れている. TSYSHOの公式な機関誌 f学校と生

(Shul un lebnH (1921. 7-1927. 3)掲載の，人

物を確認しうる署名入りの論考を見てみると，寄

稿数が最多であるのはブンドのカズダン，ヤンケ

フ・パット(ヴイルネル)の 21本で，これにレ

スチンスキ(フムルネル)の 17本，メンデルソ

ンの日本，そして LPZのゼルパヴェ jレの 6本が

く.雑誌全体の構成は，巻頭の論考数本で

TSYSHO学校運動全体に関する な問題が

述べられ，中盤に TSYSHO各部局からの

後半にポーランド国内外のイディッシュ世俗学校

運動や各国の教育思潮についての記事が書かれる

{表] TSYSHO中央運営部の選挙結果(阻1[aymJ sh [loymeJ Kazdan， Di geshikhte fun yid，おか1shul-
vezn in umophengikn poyln (Meksike， 1947)， p. 94， 148より作成)

第一回 第二回

学校大会 学校大会

選挙リスト q弓8子百夫五守日女品~ 得票率(%) 得票数(議席数) 得票率(%)

「我らの子どもたちJ(ブンド) 133 35.5 111 (9) 42.9 

「ボ、ロホフ・フラクションJ(LPZ) 126 33.6 83 (7) 33.3 

独立学校フラクション 63 16.8 54 (4) 19.0 

フアレイニクテ* 53 14.4 14 (1) 4.8 

言十 375 100 262 (21) 100 

*第二回学校大会では「独立社会主義フラクションj
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というものである.前半の主要部分には，ほとん

どの場合，上に挙げたブンディスト数名

連続して掲載されている.巻頭記事の多くはレス

チンスキ (9本 Y'Lないしフムルネルの

で)，パット (5本.ヴィルネルの記名で)

いている.端集はカズダン，メンデルソン，パッ

トの三人による

『学校と生活Jの廃刊後，三人の教師， M'タ

イヒマン， N'スモリャル， D・ポリャク一一一

前二者はブンド，ポリャクは LPZの支持者ない

し党員であった30)一一のイニシアチヴで創刊・

編集され， 1935年にカズダンの編集のもと

TSYS耳Oの機関誌となった『学校の道 (Shul-

vegn)j (1934.3-1939.6) においても，ブンディ

ストの優位は同様に確認できる.巻頭から前半部

は学校運動全体についての政治的・社会的な論考

が掲載され，続く後半部には個別の科目の教授法

に関する現場の教師たちの主張や教室での実践の

成果が寄せられた.前半部の記事の多くはレスチ

ンスキ (y.Khないしフムルネルの記名で)，タ

イヒマン，メンデルソン， LPZのN・ブクスボイ

ム

に見られる TSYSHO内でのブ

ンドの存在感の大きさは TSYSHO本来の目的

が教育活動であることや，組織自体が寄り合い所

であることが課す一定の制約を受けつつも，

TSYSHOブンドがその思想や政治的立場を表明

する場となりえていたことを示唆するものである

3. ブンドにおける TSYSHO学校運動の意義

では，ブンドが TSYSHO学校運動を通じて

ポーランド(・ユダヤ)社会にアピールし，

しようとしていたものとは{可だ、ったのだろうか.

これを知るためには TSYSHO学校運動に関

することがブンド自身によってどのように捉えら

れていたのかを見る必要がある

(1) r文化的民族岳治j論の実銭としての
TSYSHO学校運動

TSYSHOに関与する捺のブンドの基本的な立

場は，ロシア帝政期の 1905年に採択された「文

化的民族自治jの綱領であった.綱領は，ロシア

帝屈の民族問題の解決について次の三点を提起し

ている (1) Iユダヤ人の完全な市民的・民族的

(2) Iロシアの全ての司法・行政機関にお

いてユダヤ人が自らの言語を用いる権利の法的な

(3)教育をはじめとする「全ての文化的

を国家や地方の行政責任から取り除き，

ユダヤ人自身，すなわち，居住地域とは無関係に

よって選出される超領土的な

民族団体自身に委ねること 31) この綱領の特徴

は，第一に，民族団体が文化の領域でのみ自治権

をもっという f文化自治」の原則を採用している

こと，第二に，民族団体を地域団体でなく，

同じくする者によって地域と無関係に組織

される人的団体としている一一「属地主義jで

なく「属人主義」を採用している一一ことにあ

る.綱領の理論的支柱をなした論考

と民族問題J(1904年)の中で，ウラデイーミ

ル・メデムは， Ir民族jと『特定の地域の住民j
とは向じではな」く，また資本主義の発展が引き

起こす労働者の移動に伴い両者のずれはますます

大きくなると述べ，一民族一国家原理に依拠した

民族問題の解決も，多民族国家内での諸民族の地

域的自治もともに否定した32) 文化的民族自治

の綱領は，ロシア帝国の解体後に生じた新たな多

民族国家，ポーランドにおいても同様に掲げら

れ33) TSYSHO学校運動に関与するさいのブン

ドの基本的理念をなした.

実践面では， 1907年にはじまる反動期以降，

ブンドは労働者向けの夜間学校の組織を通じイ

ディッシュ語による学校活動に関与していっ

た34) 当時ロシア盟会(ドゥーマ)において非

ロシア民族への母語による初等教育の必要が議論

されていたことを背景に， 1910年の第 8回協議

会でブンドは，文化的民族自治の実現までの

の課題として， I全ての住畏のそれぞれの民族集

団のために， 自身の言語が使われる

されるよう働きかけることj35) を

同時期にブンドの出版物において交わさ

には，文化的民族自治実現への梯子としてイ

ディッシュ語による教育を自ら推進すべきと

見が散見され，イディッシュ諾による教育が文化
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fブンドjの社会的影響力の拡大について

的民族自治論の下からの実践として位置づけられ どもの家Jは，ノヴォリプキ通り 41，ジケ通り 6，
ていたことが分かる36)

第一次世界大戦中のドイツによるロシ

ポーランドの占領(1915 年 ~1918 年)は帝政下

で非合法とされていたイディッシュ諾による教育

活動を解禁し教育施設が各地に叢生する契機と

なった. 自律的に営まれたユダヤ人の教育施設を

一つの教育機関のもとに統一すべく 1915年にワ

ルシャワで開催された会議で，前述のメデム

校運動を文化的民族自治論と結びつける立場をは

じめて公にした.会議で採択されたメデムの決議

案は，ユダヤ人を含む全国民への無償の義務教育

をポーランド政府に要求するとともに， rユダヤ
イディッシュ語で、あることJ，

ユダヤ入学校の運営やプログラムの作成はユダヤ

人自身によってなされるべきこと，そのために

ポーランドの「全ユダヤ人に選ばれた

会Jを設立すべきことを提唱している37) 以後，
TSYSHOの中でブンドは イディッシュ語によ

る教育の問題が，単に文化的な問題ではなく，多

民族共存を可能とするポーランドの国家体制の実

現を求める「政治的課題」であると繰り返

していく 38) ブンドにとって TSYSHO学校運動

とはその中心命題の一つである文化的民族自治，

ポーランドにおけるユダヤ人の民族的存続の展望

と結びついていた.

(2) I我らの子どもたちj

ンドと学校運動の実践

ポーランドにおいてブンドの教育活動を担った

「我らの子どもたちJは，帝政期のブンドの政治

犯救援組織「赤十字」のメンバーを母体としてド

イツ占領下のワルシャワで 1915年に結成された.

ドイツ軍の占領に伴う政治犯の釈放後，彼らは失

していたワルシャワの労働者家庭の子ど

ものための養育施設の設立をめざして資金集めを

開始し同年 10月にはノヴォリプキ通り 41に，

したブンディスト，ブロニスラフ・グロセル

の名を掲げる「グロセル子どもの家Jが設立され

たこの施設は 4 歳~6 歳の 40 人の子ども 1 ク

ラスからなり，食事はカメリツカ通り 9の労働者

給食所で無償で提供された.その後「グロセル子

カメ 1)ツカ通り 29，ジェルナ通り 43，ミーワ通

り51にも開校し子どもの成長に応じて保育ク

ラスに加えて学校クラスを増設することで，教育

施設として拡大していった.カメリツカ通り 29

の施設は 1917年に保育部を廃止し「グロセル学

校Jとなった.ブンディストの手になりイディッ
シュ語を教授言語としたはじめての初等学校であ

る39)

協会はその後も拡大を続け， 1920年 12月には

ワルシャワに学校部-

1，400人の児童を擁する

7校 43クラス

となった.ワル

シャワの他，ヘウム，ジェレホフ，ゴンピン，カ

リシユ，ズドゥンスカ・ヴォラ，ピョトルコフ，

シェドレツなどの地方都市にもグロセル学校・子

どもの家のネットワークが形成された.翌年，協

会は「ユダヤ人労働者の児童の教育，陶冶を目的

とする」機関として内務省により認可された40)

け入れる生徒はすべて労働組合員の子弟であ

る41) 資金は「デイネゾン・メデム・ライヒマ

ン委員会を介してアメリカの支援団体から

援助を受けるほか 労働組合中央評議会を通

国の労働組合に援助を求めて賄われた

1921年の TSYSHO設立大会において，ブンド

はこの f我らの子どもたちJのフラクションを通

じて運営部選挙に臨み， 375葉のうち最多の 133

(35.5%) を獲得し全21人中 8人の席を得た

大会後に開かれた「我らの子どもたちJ

では，協会の影響下にある労働組合，協関組合，

労働者文化組織に TSYSHOとの密接な連携と協

力を促すこと，また，ワルシャワの全ユダヤ人労

働者へ協会への参加を呼びかけることが決議され

た43) 同年 12月に開かれた「我らの子どもた

ちjワルシャワ支部の年次大会では，増員キャン

ペーンを経て，当初 150人だった会員が 850人ま

で増加したこと，このうち労働者でないのは 12

名のみであり，ほかに 3つの協関組合， 6つの労

働組合が機関加盟したことが述べられている

告には rr我らの子どもたちjの会員になる必要
は残念ながらまだ全ての労働者組織には認識され

ていない」とf寸け加えられている44) こうした

記述からは，ブンドが学校運動をユダヤ人労働運
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動の不可欠な一部として捉えていたこと，学校を

のユダヤ人を結集させようと

みていたことがうかがえる

以上に見てきたように ブンドによるイディッ

シュ語の教育活動は帝政期に定式化された民族綱

文化的民族自治の延長線上にあり，いわばそ

が合法団体として認可され新たに 49都市に支部

を新規開設していくなかで地方へも拡大し，断続

的に続けられた45) この中でユダヤ

またイディッシュ語文化人たちが示した反響は，

TSYSHO学校運動を通じブンドがユダヤ社会の

間に伸張していく様子を考察するのに適切

の下からの実践の場とし されてきた.ブン を提供している

ドにとって TSYSHO学校運動はポーランド・ユ

ダヤ人の民族的存続に関わる政治的課題の一つで

あり，文化的民族自治の主張を通じて広くイ

ディッシュ語話者のユダヤ人の権利を代弁するも

のであった.他方 「我らの子どもたちjを中心

になされた実践面でのブンドの教育活動は，特殊

ユダヤ人労働者を担い手とし，ユダヤ

の子どもたちへ向けてなされたものであった.そ

こでは教育活動を通じ，労働者層の独自の文化や

コミュニティを創出することもがめざされていた.

4. ブンド・ミリューの基盤としての〈学校〉

ここでは，以上に見てきた TSYSHO

のマイノリティ運勤 労働運動としての二つの性

格，そしてそのこつの地平における働きかけが実

際にユダヤ入社会から得た反響について見ていき

たい.

(1) i学校月間J
回学校大会後， 1924年まで τSYSHOは合

法団体として認可されず，多くの学校は各教育管

区理事の発行する開校認可 (Koncesje) を得られ

なかった.教師の法的資格や設備や衛生面の

を理由に当局による TSYSHO学校の閉鎖が各地

で相次いだ¥カズダンによれば第二回学校大会ま

での 4年間で小学校 105校 274クラス，幼稚園

39校 47クラスが閉鎖されたという.この間

TSYSHOはイディッシュ世俗学校の基盤を確か

なものとしその社会的認知を得るためのキャン

ベーン， i学校月間」や「学校週間」をたびたび

している. これらの期間には各地で労働組合

や教師，保護者の集会，講演会，子どもによる

学校月間に際してすSYSHOが発行したパンフ

レットの一つ，カズダンの筆によると思われる

『新しいユダヤ入学校とその組織一一一学校月間に

よせてj46) は， TSYSHOがこの間いかなる理念

を社会にアピールしていたかを具体的に見て取る

ことカfできる

パンフレットでは，ユダヤ教の伝統的な教育施

(ヘデル)，ポーランド諾による公立学校 (1向

化学校」と呼ばれている)やヘブライ語によるシ

オニストの学校(タルブト学校)と医別されるイ

ディッシュ世俗学校，すなわち， 1労働者，教師

たちによる，今日の時代に適いすべての科目が母

によって教授される学校j47) がユダヤ人大衆

の唯一の学校であるとされ，この f新しい学校j

の内容について次のように述べられている

では，人類とその文化の発展について明確な概念

を与える「地理，歴史，文化史j，子どもたちを

偏見や迷信から解き放ち，秩序と

労働者社会のー

学j，そして，国家の言語であり，ユダヤ人の子

どもたちが関わることになるポーランド社会の，

ポーランドの労働者階級の言語である「ポーラン

ド語jが，子どもたちに最も親しみのあるイ

ディッシュ語で教授される48) 学校生活のすべ

ては， 1自治，自己決定，共同の精神的・肉体的

労働，技術と機械の利用」に基づいて営まれる

子どもたちのあいだには，集会，共同組合，裁判

所が組織され，子どもたち自身による新聞が発行

される.そこでの生活を通じて，子どもたちは友

愛，連帯，共同の精神を身につける.一一つま

るところ「新しいユダヤ入学校j，イディッシュ

世俗学校は，すべての労働者が望む「来るべき社

会的平等と正義」を体現したものである49)

劇会等が組織され， TSYSHO ちは各地 パンフレットは このように未来の社会会主義

社会を先取りした「労働者の学校jのイメージを
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「ブンドjの社会的影響力の拡大について

訴え，学校運動を労働者の階級闘争の不可欠な要 当局によるイディッシュ世俗学校の閉鎖をユダ

と位置づける.他方で，イディッシュ世俗学校 ヤ人労働者階級に対するポーランドの支配階級

の発展，とりわけ国家との法的関係における諸要 の闘争と位置づけ，ユダヤ人労働者階級に対し

求の実現のためには，労働者階級を越えた f全ユ

ダヤ社会J，教師，保護者，労働者，知識人を

む「人民/民族 (fo1k)全体jの力を合わせるこ

とが必要であると説く. ITSYSHOはその学校を

人民/民族 (fo1k)のすべてに関かれたものとす

るつもりである.なぜなら，私たちの学校は真に

ユダヤ人のものであり (emesヴidish)，民族的

(fo1kstimlikh) なものであるからj50). 

労働運動，そしてマイノリティ運動としての

TSYSHO学校運動の二重の側面を表すこのよう

なアピールは， TSYSHOがこのキャンペーンを

通じて狭義の「ユダヤ人労働者」と広義の「イ

という，同一ではないがしか

し重なるミリューへと同時に働きかけていたこと

を示している.そのようなものとして， TSYSHO 

のキャンベーンは，一方で労働者層のユダヤ人を

学校を核に結びつけつつ，他方で広くイディッ

シュ諾話者のミリューの関心を引くものであった.

(2)ユダヤ人労働者層の反応

1922年 4月に関かれた

ディッシュ世俗学校を核

していたことを

は，イ

はヴイルノ地域のイディッシュ世俗学校の各

会を束ねる「中央保護者委員会」と

TSYSHOの協力で企画され， 45都市から 116人

の代表が参加したその大多数は地方の各学校の

会の構成員である. TSYSHO 

ミハレヴィチの演説と TSYSHOの活動報告のの

ち，ワルシャワの「我らの子どもたち」学校，

「ボロホフ学校J(LPZ) ，ヴィルノ，ピアリスト

ク等の保護者委員会からの報告がなされ，学校の

資金集めや労働者の啓蒙活動において保護者委員

会が重要な役割を果たしていることが述べられ

た51) 決議は，ポーランドの教育制度へのイ

ディッシュ世俗学校の接続，国家による助成，

校運営のためのユダヤ人自身による機関の設立な

ど， TSYSHOの基本理念一一ブン

えば「文化的民族自治j一一ーを掲げるとともに，

TSYSHO 

ポーランドの労働者階級に対しそれへの連帯を呼

びかけている. また，学校と保護者との関係につ

いては， I学校は家庭に関かれ，家庭は学校に関

かれていなければならない.教師，子ども，

者は共に生きねばならない.家庭での生活は可能

なかぎり，学校の生活と精神に合ったものでなけ

ればならない.学校の子どもたちの親たちは，教

師や社会活動家と同様に 新しい学校の建設とそ

の維持に活発に参加すべきであるjとの決議がな

された52) これら一連の決議は，ユダヤ人の権

利としての「イディッシュ語の学校Jの実現をめ

ざしつつ，その理想の形である「労観者の学校」

を求めて，教師，保護者，子どもを学校を核に結

びつけようとする保護者たちの姿勢を表している

といえる

(3)イディッシュ文筆家の反応

他方でこの間，イディッシュ語で、文筆活動を行

う作家たちによって，当局によるイデイツシ

校閉鎖に抗し広くユダヤ社会による支援を呼びか

ける 家たちの の声明が出された.イ

ディッシュ作家のショレム・アッシユ，ヨイセ

フ・オノfトシユ， ドヴィド・エインホルン， ド

ヴィド・ベルゲjレソン ペレツ・ヒルシュベイン

文筆家のヘルシュ・ D'ノンベルグ，歴史家のシ

モン・ドゥブノフが 1923年に連名で出した声明

は，戦後ワルシャワにはじめてのイディッシュ世

俗学校を開いた近代イディッシュ文学の立役者イ

ツホク・ L・ペレツとその友ヤンケフ・ディネゾ

ン二人の功績を讃え， Iイディッシュ文学の旗手

が我々に委ねた遺産J， Iユダヤ人大衆の文化の再

興のもっとも重要な要素jであるイディッシュ世

俗学校を発展させるべく いまだ無関心なユダヤ

人公衆に学校の状況を知り TSYSHOを支えるよ

うB乎びかけている53)

また問年，内務省により，

との接触があるとの嫌疑一一TSYSHOはこれ

としている一ーによって夜間講座を
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含む「我らの子どもたちJ学校全25校(計 88ク

ラス，生徒数計約 2500人)のすべてが閉鎖され

ると， TSYSHOを通じて新聞，ピラ，署名集め

よる大規模な抵抗キャンペーンが展開された

「我らの子どもたちj学校の教育方針に否定的な

イディッシュ新聞『今日jも，弾圧の理由を反ユ

よるものとみなして当局への批判

を強めた.ワルシャワ・ユダヤ作家・ジャーナリ

スト協会は， 1我らのこどもたち」協会の閉鎖が

「イディッシュ文化の曹をーひねりで、折ってしま

うのに等しい」と述べ， 1ポーランドで我々が代

しているイディッシュ文化とイディッシュ

の名のもとに，イディッシュの印刷さ

憲法に違反する政府の行為に抗議するjと

た54) またカズダンによれば τSYSHOの呼び

かけにより同協会員を含む 68人の文筆家の署名

による抗議声明が各紙に掲載された55) これら

の反応からは， TSYSHOが労働者の運動で

あることを日指しながら それを越えて，マイノ

リティの権利の主張やイディッシュ文化の発展と

いう地平で広く「イディッシュ語話者jの関心を

ひくものであったことを示している

(4)二つの地平で

1925年に開かれた第二回学校大会までに，

TSYSHOにおいてブンドが支配的な勢力となっ

ていたことは先に述べたが この大会において

TSYSHOの社会的基盤を再考する議論と

なされたことは，以上に述べた二つの地平一一

「ユダヤ人労働者J1イディッシュ

における τSYSHOの広がり またその中でのブ

ンドの役割を考える上で示唆的である TSYSHO 

設立後4年間の学校の展開，弾圧と抵抗を経て，

この大会での主な争点となったのは，学校の運

動の担い手一一-1プロレタリアートjのみの
運動であるのか， 1民主主義的ブルジョワジー」
を含めるべきか一一および¥学校の性格--

TSYSHO学校は社会主義学校であるべきか否か

ーーをめぐる問題であった

これらをめぐる議論において特徴的なのは， こ

の大会で，ブンドと独立学校フラクションが連携

をとりつつ，教育方針や支持基盤に関しより

をとっていた LPZと対立する形で，狭

を越えた幅広い社会層へと支持を求

める方向へと TSYSHO学校運動の舵をきったこ

とである.TSYSHO教育学事務局が社会主義的

な学校の実現に取り組んでいないと批判し， 1民

ブルジョワジー」との妥協を非難する

LPZのY・レヴやN・ブクスボイムに対し独立

フラクションのジルベルファルブ，カズ夕、、ン，

メンデルソンは，急進的態度をとることで広範な

の参加を退けるべきでなく， TSYSHO 

校システムそのものの完成こそが日下の優先課題

であるとした.ブンドのミハレヴィチ，パットも

また，学校運動が労働者階級に閉じず，

者をも含んだ幅広い社会的基盤の上に立つべきと

した.決議は，これまでイディッシュ世俗学

校の権利のために闘ってきた唯一の組織化された

勢力が労働者階級であったと確認しつつ，今後，

この闘いには「社会的・文化的にイディッシュ世

俗学校，イデ、イツシュ語，新しいイディッシュ文

化の発展に関心のある広範な人民大衆が引き入れ

られるべきである」とし「教授昔話がイディッ

シュ語で、あることと学校の世俗性とを認め，

機関の決議に従う全ての者JがTSYSHOの構成
員となりうるとした56)

この大会におい ブンドの指導者ウラ

ディーミル・メデム一一一 1922年に北米に渡り当

地のユダヤ人労働者組織「アルベテル・リング」

と連携しポーランドのτSYSHO学校運動を支え

翌年逝去したーーと，没後 10周年を迎えたイ

ディッシュ作家ペレツの二人の肖像が並んで掲げ

られていることは TSYSHO学校運動における

ブンドの位量を象徴的に示しているといえよう

τSYSHO議長でありブンド中央委員会のミハレ

ヴィチは開会の辞でこの二人に

代イディッシュ文化の歴史仁他方で大西洋を越

えて相互に連帯し合うイディッシュ世俗学校の運

動の連なりを「黄金の鎖」と苦い表した57) ブ

ンドにとってすSYSHOは，学校を核とし労働者

階級を束ね党へと接続するブンドの前哨機関の一

つであると同時に ユダヤ人の「文化的民族自

治」を掲げつつ「イディッシュ諾話者」のミ

リューの中で存在を提示する二重の役説を担って
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いたと言える

おわりに

1930年代のポーランド・ユダヤ社会における

ブンドの躍進の背景としてピクハンが指摘する，

ポーランド・ユダヤ人の産業構造の変化一一伝

統的職業であった商業や保険業に占めるユダヤ人

の割合の減少と賃金労働者の増大一一ーとは，ブ

ンドが TSYSHO学校運動において働きかけた広

「イディッシュ語話者jのミリューがより狭

義でかつブンドの直接の支持基盤である「ユダヤ

人労働者」へと集団的に転落していく過程でも

あった.本稿が明らかにしたことは， (1)ブンド

が TSYSHO学校運動をその党綱領である「文化

的民族自治」の実現のための足がかりとして重要

視していたこと， (2)学校運動を労働者の自

な運動体にしようとし「労働共同体j

掲げる学校のまわりに労働者層を集結させていた

こと，他方で一一 (1) と関連しつつ一一 (3) 

を越えたi幅広い社会層の関与をも求める

をも示していたこと である.こうしたブン

ドの立場は， (4)運営部や機関誌の構成から明ら

かであるブンドの τSYSHOへの支配的な参加を

通じて，一定の効果をもって TSYSHO

をとりまくミリューの中で示されていたといえよ

う.つまり TSYSHOは， Iユダヤ人労働者jの割

合を増大させていく「イディッシュ語話者」のミ

リューの中で，その利害を代弁する政党としての

ブンドの存在感を示すブンドの「前哨機関」の一

つであったと，ひとまずは結論づけることができ

る 無論，そのようなものとしてすSYSHOがブ

ンドの影響力の拡大に果たした機能をより実態的

に明らかにするには TSYSHO学校運動の広が

りとそれへのブンドの関与を個別の地域や学校，

学校をとりまく地域社会に焦点をあてて具体的に

考察することが必要である.これらについては別

を期したい.
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Summary This paper examines the background of the growing political influence of the General Jewish 
Workers "Bund" in Poland in the late 1930s by focusing on its activities within TSYSHO (Tsentrale yidishe 
shul-organizatsye ; Central Yiddish School Organization) school network. TSYSHO is an organization that 
provided secular education in Yiddish for Jews in Poland. The relationship between TSYSHO movements 
and the Bund's growing social influence in the late 1930s has not been well discussed, because, firstly, 
TSYSHO was co-operated by some political parties as well as non-political teachers and activists, and 
secondly it has been regarded as having been in decline in the 1930s. However, the Bundists constituted such 
an influential part of TSYSHO that it is reasonable to regard TSYSHO as a kind of the Bundist outpost to 
promote its ideals. In addition, TSYSHO resonated favorably with not only Jewish workers but also with 
broader social strata that had strong attachment to secular Yiddish culture even as late as 1930s. It is quite 
likely that the visibility of the Bund in TSYSHO had a positive effect on the development of the Bund. 
Through TSYSHO activities, the Bund appealed to the broader Yiddish speaking Jews by fighting for Jewish 
cultural autonomy. At the same time, it unified Jewish workers around schools, whose integral ideas were 
"workers communities" and "social (ist) schools." 


